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１．開会



１．開会

２．【議事及び報告】
（１）令和３年度船橋市地域公共交通活性化協議会
決算（案）について

（２）令和４年度船橋市地域公共交通活性化協議会
予算の変更について

（３）令和４年度公共交通不便地域解消事業の
実施状況について

（４）地方版図柄入りナンバープレート寄付金の活用について
（５）船橋市地域公共交通計画（案）について

３．その他

次 第



２．議事及び報告

（１）令和３年度
船橋市地域公共交通活性化協議会
決算（案）について

承認事項



２．【議事及び報告】
（１）令和３年度船橋市地域公共交通活性化協議会決算（案）について

承認事項

●収入について
収入決算額は7,749,349円です。
内訳は、市負担金が7,060,000円、国庫支出金が685,000円、
令和２年度からの繰越金が4,349円となっております。



●支出について
支出決算額は、6,981,300円となっております。
内訳は、総務費（会議に係る費用）に90,250円、事業費（地域公共交通計画
案作成及び公共交通マップ増刷に係る費用等）が6,891,050円です。

２．【議事及び報告】
（１）令和３年度船橋市地域公共交通活性化協議会決算（案）について

承認事項



●収支差額について
収支差額 768,049円については、令和４年度へ繰越いたしします。

２．【議事及び報告】
（１）令和３年度船橋市地域公共交通活性化協議会決算（案）について

承認事項



令和３年度の会計監査につきまして
は、監査委員である平川委員と小池
委員にご確認いただきました。

２．【議事及び報告】
（１）令和３年度船橋市地域公共交通活性化協議会決算（案）について

承認事項



２．議事及び報告

（２）令和４年度
船橋市地域公共交通活性化協議会
予算の変更について

承認事項



２．【議事及び報告】
（２）令和４年度船橋市地域公共交通活性化協議会予算の変更について

●収入について
負担金が75,000円、繰越金が768,049円、諸収入が951円に変更となり、
収入合計は844,000円となります。

令和４年度の予算については、第５５回協議会にてご承認をいただいておりま
すが、市負担額および繰越金の変更がありましたので、予算額を変更いたしま
す。

承認事項



●支出について
支出合計は、844,000円となっております。
内訳として、総務費（会議に係る費用）に130,000円、事業費が709,000円に変
更となり、予備費は変更ありません。

２．【議事及び報告】
（２）令和４年度船橋市地域公共交通活性化協議会予算の変更について

承認事項



２．議事及び報告

（３）令和４年度
公共交通不便地域解消事業の
実施状況について



公共交通不便地域解消事業箇所

船橋駅

津田沼駅

二和向台駅

馬込沢駅

田喜野井地区

丸山地区
八木が谷地区

２．【議事及び報告】
（３）令和４年度公共交通不便地域解消事業の実施状況について



・令和４年度（４月から５月まで） １日平均乗車人数の平均＝２７６人/日
・令和３年度と比較して、増加傾向
・令和元年度と比較すると、９２％ほどに回復

●八木が谷地区

２．【議事及び報告】
（３）令和４年度公共交通不便地域解消事業の実施状況について

月別1日平均乗車人数の比較（R1～R4)



●丸山地区

・令和４年度（４月から５月まで） １日平均乗車人数の平均＝３８１人/日
・令和３年度と比較して、増加傾向
・令和元年度と比較すると、８６％ほど回復

２．【議事及び報告】
（３）令和４年度公共交通不便地域解消事業の実施状況について

月別1日平均乗車人数の比較（R1～R4)



●田喜野井地区

・令和４年度（４月から５月まで） １日平均乗車人数の平均＝２２８人/日
・令和３年度と比較して、増加傾向
・令和元年度と比較すると、８４％ほどに回復

２．【議事及び報告】
（３）令和４年度公共交通不便地域解消事業の実施状況について

月別1日平均乗車人数の比較（R1～R4)



・令和４年度の４月から５月までの１日平均乗り残し人数は、１．６人/日
・令和３年度と比較して増加 ⇒ 乗車人数増加によるものと推測される。

●田喜野井地区 １日平均乗り残し人数

２．【議事及び報告】
（３）令和４年度公共交通不便地域解消事業の実施状況について



収支率の比較

令和４年4月～５月
（平均）

令和３年4月～９月
（運行継続基準）

令和３年度
（最終）

八木が谷地区 ５７．５％ ４８．３％ ４９．４％

丸山地区 ９０．５％ ７５．７％ ７７．１％

田喜野井地区 ５０．６％ ４２．３％ ４２．３％

・令和４年度の２か月平均では、３地区とも収支率５０％を超えている

２．【議事及び報告】
（３）令和４年度公共交通不便地域解消事業の実施状況について



収支率５０％（１００％）を超えるための乗車人数（参考値）

八木が谷地区 丸山地区 田喜野井地区

１日あたり平均乗車人数
（令和４年５月までを基準）

２７６人 ３８１人 ２２８人

50％を超えるための
１日あたり平均乗車人数

（令和４年５月までの収支を基準）

２４３人 ２１２人 ２０７人

100％を超えるための
１日あたり平均乗車人数

（令和４年５月までの収支を基準）

４８６人 ４２３人 ４１３人

２．【議事及び報告】
（３）令和４年度公共交通不便地域解消事業の実施状況について



２．議事及び報告

（４）地方版図柄入りナンバープレート
寄付金の活用について

承認事項



●船橋市の図柄入りナンバープレートについて
船橋市においても、令和２年５月より1,000円以上の寄附金を納めれば、フ
ルカラーの図柄入りナンバープレートの選択が可能となりました。

２．【議事及び報告】
（４）地方版図柄入りナンバープレート寄付金の活用について

承認事項



●寄付金及び助成予算額
（公財）日本デザインナンバー財団より、図柄入りナンバープレートの寄付
金活用事業に充てることのできる船橋市の助成予算額の通知がありました。
なお、この助成金は繰越すことが可能です。

●助成事業実施の流れ
助成事業を実施するためには、以下のような手続きが必要となります。
事業実施する前に、 （公財）日本デザインナンバー財団への事業案の提示
や助成金の申請が必要となります。

時期 手続き等

６月頃 財団から寄付金の規模（助成予算額）の通知

７月頃 財団へ活用事業（案）の提示・決定

８月頃 助成金の申請

～３月 事業実施・事業実施報告・助成金交付

助成事業実施の流れ（イメージ）

２．【議事及び報告】
（４）地方版図柄入りナンバープレート寄付金の活用について

承認事項

助成予算額（令和４年６月時点） 1,802,000円



公共交通の利用促進のため
公共交通マップを継続的に作成

当助成対象事業を活用

（公財）日本デザインナンバー財団へ
協議会が助成金活用申請

対象事業者の選定
（協議会）

●事務局の提案事項

２．【議事及び報告】
（４）地方版図柄入りナンバープレート寄付金の活用について

令和２年３月 作成
令和２年６月 増刷

承認事項



２．議事及び報告

（５）船橋市地域公共交通計画（案）
について



●指摘事項等の変更点と今後のスケジュールについて

・第５５回協議会での指定事項について
数値目標について、どのタイミングで評価を行うか計画書に記載する必要
があるので追加することとのご指摘がありましたので、 「Ⅷ.今後の進め
方」の中に評価のタイミングを記載した（PDCAサイクル）の表を盛り込み
ました。

・その他の変更点
文言や図表の整合や修正等の調整を行いました。

・船橋市地域公共交通計画（案）については、パブリックコメントを経て
今年度中に船橋市の計画として公表することを目指します。

２．【議事及び報告】
（５）船橋市地域公共交通計画（案）について



３．その他

・ 今後のスケジュールについて



３．その他
今後のスケジュールについて

今後のスケジュールについては、以下のとおり予定しております。

第５８回船橋市地域公共交通活性化協議会【令和４年１１月予定】

・令和４年度公共交通不便地域解消事業の実施状況について

⇒運行継続の可否についての承認 等



４．閉会


